
サステナビリティ

目指す姿

考え方
　2023年度に新たな「三越伊勢丹グループ 企業理念」を制定いたしました。「三越伊勢丹グループ 企業理念」は、私たちが社会の中

で、どのような価値提供により貢献できるのか、どのような姿を目指していくのか、そして存在意義は何なのかを表したものです。

　全ての人的資本の取り組みは、この「三越伊勢丹グループ 企業理念」をもとに進めてまいります。

　（株）三越伊勢丹ソレイユで働くメンバーの多くには知的障がいがあり、職業重度判定を受けてい
ます。しかし、彼らは卓越した集中力と単純作業をやり抜く高い反復力を持ち、健常者では到底かな
わない作業性で、お客さまのお手元にわたるギフト用リボンやラッピング資材の加工・製作を行って
います。
　彼らが目指すのは、一つの業務を極めるスペシャリストではありません。100種以上ある定型・定
番業務の全てに対応できるオールラウンダーを目指し、日々、ローテーションして作業を行っていま
す。一つの仕事を覚えたら、また次のあたらしい仕事にチャレンジし、常に新たな目標に向かい努力
し続けます。
　作業ごとにマニュアルは存在しますが、工程を5手で覚える者もいれば、10手で覚える者もいま
す。そこで、彼らはオリジナルの「仕事ノート」を作成し、自分だけの教科書として手順を確認し、作
業を進めていきます。新たな仕事にチャレンジするたびに書き足されるページは、彼らの努力の足
跡でもあります。「自分はもうこんなに仕事を覚えたのだぞ」と、自身の成長を同僚らと語り合う姿
を、とても誇らしく、嬉しく思います。

　企業理念のミッションで掲げる「こころ動かす、ひとの力で。」にもあるように、従業員一人一人の成長や、ひとの力の最大化こ

そが、三越伊勢丹グループの成長につながるという考え方のもと、「従業員の働きがい・働きやすさの実現（従業員エンゲージメ

ントの向上）」により、個人が成長することで会社のさらなる成長を目指していきます。

目標と現状

現状 2024年度目標 2030年度目標

ダイバーシティ＆
インクルージョンの
推進

女性管理職比率
※グループ計（2023年4月1日時点）

30.6%
女性管理職比率
※グループ計

33.0%
女性管理職比率
※グループ計

38.0%

障がい者雇用比率
※三越伊勢丹および首都圏主要グルー
　プ会社の合計（2023年6月1日時点）

2.83%
障がい者雇用比率
※三越伊勢丹および首都圏主要
　グループ会社の合計

3.00%
障がい者雇用比率
※三越伊勢丹および首都圏主要
　グループ会社の合計

3.50%

生涯CDPの推進
年間総労働時間1,700時間台達
成企業の割合
※グループ23社対象（2022年度実績）

39.1%
年間総労働時間1,700時間台
達成企業の割合
※グループ23社対象

80.0%
年間総労働時間1,700時間
台達成企業の割合
※グループ23社対象

100%

ライフワーク
バランスの実現

男性の育児休業取得率
※（株）三越伊勢丹（2022年度実績）

97.4%
男性の育児休業取得率
※（株）三越伊勢丹

100%
男性の育児休業取得率
※グループ計

100%

コミュニケーション エンゲージメント調査回答率
※グループ計（2022年度実績）

100%
エンゲージメント調査回答率
※グループ計

100%

　定期的な定量調査を活用し、組織と個人の課題を明確にするとともに、経営と各部門との密なコミュニケーションによって、一

体感のある改善に向けた取り組みを行っています。

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

工夫と配慮で、障がい者が挑戦できる、
働きがいのある職場に

「自分のキャリアは自分で描く」
チャレンジ申告制度で、顧客接点最前線へ

感謝の気持ちを大切に、
今度は自分が支える存在に

ライフワークバランス

生涯CDPの推進

従業員満足度
の向上

コミュニケーション

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

⃝女性活躍推進
⃝障がい者活躍推進

⃝ハラスメント防止
⃝人権に関する方針

ライフワークバランスの実現

⃝総実労働時間の短縮
⃝多様性のある働き方

⃝ヘルス＆メンタルケア

生涯CDPの推進

⃝人財育成
⃝適所適財

⃝キャリアアップ
⃝グループ内外のつながり

障がい者活躍推進

三越伊勢丹グループでは、「障が
い者も社会経済を構成する一員
として職業生活においてその能力
を発揮する機会を与えられるもの
とする」という障がい者雇用の理
念を引き続き実践していきます。

・三越伊勢丹ソレイユでの雇用
・岩田屋三越子会社「愛生」
での雇用
・東京都「心のバリアフリー」
サポート企業に登録

生涯CDPの推進
※CDP：キャリア・ディベロップメント・

プログラム

生涯CDPの考え方のもと、一人一
人のキャリアフェーズに合わせた
さまざまな成長・支援の機会を、会
社と組織が連携し従業員に提供す
ることで、「個人の成長」と「会社の
成長」を同時に実現する複合的な
仕組みを構築します。

・MANABIの森（eラーニング）
・自己申告制度
・社内公募制度
・チャレンジ申告制度
・グループ内外への出向　など

女性活躍推進と
ライフワークバランスの実現

従業員の約７割を占める女性の活
躍は不可欠です。今後も、制度・サ
ポートの充実に加え、組織風土や
個々の意識醸成を進め、さまざま
なライフステージの女性が働きが
いと働きやすさを実感しながら活
躍できる環境をつくっていきます。

・総実労働時間の短縮
・育児短時間勤務制度の充実
・年次有給休暇取得の推進
・テレワークの推進　など

（株）三越伊勢丹ソレイユ　代表取締役社長　宮入 渉

　産休・育休を経て、育児短時間勤務制度を利用して、2023年に復職しました。
　今は三越日本橋本店食品部の計画担当としてフロアの中長期計画策定や媒体制作などに携
わっています。入社した時から、周りに子育てをしながら生き生きと働いている先輩がたくさんい
て復職後のイメージが持てたので、不安はありませんでした。
　3世代で楽しめる三越伊勢丹が好きで、娘、孫の代までずっとこれからも続いてくれたらと願っ
ていますし、そのために、今後もお店に関わる仕事をしていきたいです。
　今は、周りの方に支えられながら自分らしく働けていることに感謝しています。誰にでも育児だ
けでなく介護や病気など、さまざまなライフイベントに遭遇する可能性はあります。そのときに、
キャリアをあきらめず柔軟な働き方ができること、お互いを支え合う風土があることが大切だと思
います。子どもが大きくなったとき、今度は自分が支える存在になっていきたいです。

（株）三越伊勢丹　三越日本橋本店営業統括部第1営業部 商品担当　八尋 恵実里

　私は2023年4月にチャレンジ申告制度を利用して個人外商グループ伊勢丹外商部に異動しま
した。入社以来、高松三越への出向を含めて複数の店舗での業務を経験し、直近は後方部門のス
タッフとして勤務をしていました。現場とは違った視点を学ぶことができ、大きなやりがいがあっ
た一方で、店頭やお客さまとの距離を感じ段々と寂しさも感じるようになりました。
　そんな時に尊敬する先輩の「自分のキャリアは自分で描くものだ」という言葉を思い出し、本当
に自分が今、やりたいことは何かを改めて考えました。
入社した動機でもありますが、ひとの大切な1ページに残る仕事がしたいという気持ちを改めて思
い出し、直接お客さまに寄り添うことができる、個人外商グループを希望し、チャレンジ申告制度
に挑戦することに決めました。
　実際に異動をしてみると、イメージと違うこともあり日々試練の連続です。
　それでも、お客さまの「ありがとう」の言葉や仲間のサポートに支えられ日々を過ごしています。
この環境に身を置けることに感謝しながら、一つ一つ努力と経験を積み重ね、「人生の1ページづ
くり」に近づけたいと思います。

（株）三越伊勢丹　外商統括部個人外商グループ伊勢丹外商部　早川 知宏

従業員満足度の向上重点取り組み  ❸

取り組み事項

⃝ハラスメント防止
⃝人権に関する方針
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